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のメールを送り、92サンプルを得て、有効サンプルは 83であった。さらに、Japan Ventures 
Research の登録企業約 600 社にメールを送り、31 の有効サンプルを得た。 
 また、米国シリコンバレーのサンフランシスコ市およびサンフランシスコ・サンノゼ市
間のサウスベイ地域に所在する同業のスタートアップ 250社に対しても同様にメールで通
知し、52 サンプルを得て、有効回答は 50 であった。 









2. 起業家の属性  
 
2.1 年齢と学歴 
 日米のサンプルの概要を表 1 に示す。日本の 114 人中市民権を得ていないサンプルは 1
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（2010）を参照されたい）。平均年齢は 30 代半ばと差はほとんどない。米国の WEB ビジ





たまたま、日本のサンプルは CEO を担う創業者が多く、相方の CTO（最高技術責任者）
が少なかったのではないかという疑いをもつかもしれない。しかし、ひとり創業者の比率
が 33％を占め、創業チームに CTO が存在したのは 9％にすぎないことを考えると、創業
者に理工系人材が 3 分の 1 しかいないことは、全体像を反映しているといえよう。 





表 1 個人属性 
日本 米国 
市民権 113  24  
非市民権 1  26  
平均年齢 35.2 歳 37.2 歳
最低〜最高 21〜62 歳 21〜65 歳
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日本（13％）の方が高かったことは興味深い。WEB ビジネスは、大学卒業後または在学
中に起業する層が一定に存在することを示している。逆に勤務経験を持つ層は、日米とも

















 次に、勤務した企業の規模を見てみよう。（図 3 参照） 

















アル起業家は、日本は 26％（30 人）、米国は 56％（28 人）であった。日本のシリアル起
業家の起業回数は図 4 のように、2 回 13％（15 人）、3 回 6％（7 人）、4 回 7％（8 人）で
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かを見てみよう（図 5 参照）。日本は、CEO が 64％、CTO と CMO（最高マーケティング
責任者）がそれぞれ 13％であり、米国は、CEO が 50％、CTO が 18％、CMO が 4％である。 
 










 最初に設立した企業の結末は興味深い（図 6 参照）。株式公開は無かったものの、成功
と見なされる売却は相当数存在した。日本は 30 社中 3 社、米国は 28 社中 7 社が、満足で
きる金額で売却できたことになる。一方、満足できない金額で売却したサンプルも存在し、
日本では 2 社、米国では 3 社であった。 
 



















 現在のスタートアップが立ち上げられた時の創業者数、職位は図 7 のとおりである。日
本では、ひとり創業が 33％、ふたり創業が 38％、3 人が 15％、4 人以上が 12％である。
回答者の職位は、CEO が 77％と際立って多く、CTO は 9％、CMO は 4％、COO（最高
執行責任者）は 3％と続く。 
 












米国は、ひとり創業が 20％、ふたり創業が 36％、3 人が 30％、4 人以上が 12％である
（図 8）。職位は、CEO が 72％と際立って多く、CTO は 10％、Vice President は 8％、
CMO は 2％、CFO（最高財務責任者）は 2％と続く。 
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 創業時期は、日米ともに、3 年以内が 7 割、2 年以内が 6 割を占めている（図 9）。 
 












 製品サービスを提供する対象が、個人なのか、事業者なのかという、BtoC と BtoB の分
類を行ってみた。両方を対象とする場合には、メインとする対象によって分類している。
日本は、114 社中 46 社（40％）が個人向け、68 社（60％）が事業者向けであった。米国




では 8 割を超えている。モバイル関連ビジネスは、日米ともに 4 割程度である。ソフトウ






表 2 事業内容 
  日本 米国 
インターネット関連 86％ 62％ 
モバイル関連 42％ 42％ 
ソフトウエア受託開発 24％ 18％ 
IT サービス 33％ 10％ 













表 3 従業員規模 
日本 米国 
  採用率 最小値 最大値 平均値 標準偏差   採用率 最小値 最大値 平均値 標準偏差
正社員 70％ 1 65 7.8 11.7 正社員 88％ 1 70 11.2 13.7
契約社員 50％ 1 23 4.6 5.00 契約社員 60％ 1 20 5.0 4.2






ード調達に成功したのは 30％、シリーズ A は 40％と、追加投資のほうが多い。米国では




いる。シリーズ A でも引き続き、VC がメインの資金提供者である。今回の資金調達をみ
るかぎり、日本のベンチャーファイナンス市場が貧しいという常識を否定できるものであ
る。少ない投資で成長が可能な WEB ビジネスであるからこそ可能なのだろう。 




表 4 資金調達 
日本                   米国 
  エンジェル 15 社 13％   エンジェル 4 社 8％
シード 
VC 23 社 20％
シード 
VC 18 社 36％
事業会社 2 社 2％ 事業会社 6 社 12％
  合計(重複有） 34 社 30％   合計(重複有） 23 社 46％
  エンジェル 10 社 9％   エンジェル 3 社 6％
シリーズ A 
VC 29 社 25％
シリーズ A
VC 8 社 16％
事業会社 10 社 9％ 事業会社 1 社 2％
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4. 資金調達と経営チーム 
 
 資金調達は金融市場の動向に大きく左右されるため、IT バブルが崩壊した 2001 年以降
にサンプルを絞った。日本のサンプルは 109 社、米国は 47 社となった。資金調達（シー
ズとシリーズ A の合計）に与える、創業チームの多様性とその後のチームの変更（追加、
減少、入れ替え）の影響を検証したい。従属変数を、シードとシリーズ A の投資家数合計





シードの調達を果たしたのは全体の 30％、シリーズ A の調達は 40％だったことである。













表 5 資金調達とチーム 
日本                     米国 
ベース モデル 1 モデル 2 モデル 3 ベース モデル 1 モデル 2 モデル 3
創業チーム多様性 0.171+ 0.129 創業チーム多様性   0.442**   0.597**
チーム変更 0.219* 0.219* チーム変更     0.062 0.104 
創業×変更 0.053 創業×変更       -0.28 
コントロール変数 コントロール変数         
設立の若さ 0.155+ 0.156+ 0.153+ 0.156+ 設立の若さ 0.117 0.006 0.126 0.01 
シリアル起業家 0.234* 0.227* 0.203* 0.195* シリアル起業家 0.184 0.158 0.205 0.139 
革新性 0.176+ 0.181+ 0.146 0.147 革新性 -0.14 -0.086 -0.019 -0.029 
R2 乗 0.105 0.134 0.151 0.179 R2 乗 0.043 0.134 0.151 0.179 
F 4.062** 3.983** 4,570** 3.663 ** F 0.635 2.861* 0.503 2.302 *

























表 6 起業機会認識の日米比較 
  
どちらが先か 
全体 機会認識 起業意欲 
日本 48 38  86 
米国 26 11  37 





とが 5％水準で確認された（χ2(2) = 4.97、p = .026）。一方、米国の結果は、シリアルとノ
















シリアル 11 7 18 
ノービス 15 4 19 





シリアル 18 6 24 
ノービス 30 32 62 
合計 48 38 86 
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表 8 立ち上げ時と現状の戦略 
    他社比較 過去比較 
    日本 米国 日本 米国 
立ち上げ時の 
経営戦略  
市場の大きさを考慮 .26** .24 .16+ .21  
市場の成長性を考慮 .20* .20 .15  .24  
目新しさを考慮 .07  -.05 .11  .21  
現状の戦略 
競合との差別化 
高品質  .08  .04 .13  .04  
低価格  .04  -.18 .12  -.21  
ニッチ市場  -.02  -.18 -.01  -.10  
新しい製品サービス  .18+ .29* .16  .35* 
     ＋ 10％水準   * 5％水準   **1％水準 
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表 9 顧客へのアクセス方法 
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したときにも見られるであろうか。あるいは「起業家」という自律性の高い職業を選択し
たという共通性があるために、文化差は見られなくなるであろうか。表 10 に示す心理特
性を 1＝「まったくあてはまらない」から 5＝「とてもよくあてはまる」の 5 点尺度で回
答してもらった。個人特性の項目とその引用元を表 10 に示す。リスクをとる傾向に関し
ては、Keh, Foo, & Lim（2002）のように、リスクのある選択肢とない選択肢のペアを提
示し、どちらの選択肢を好むかをたずねた。たとえば、「1,500 万円がもらえる確率が 20％」
の方が「確実に 300 万円がもらえる」よりも好ましいと回答した場合は 1、「確実に 300




表 10 個人特性の項目例と引用元 
 
 項目の例 尺度の引用元 
困難への耐性 「私はとてもエネルギッシュな人
間だと思われている」他 4 項目 
Block & Kremen, 1996 
Ego resiliency Scale (ER89) 
積極性 「現状を打破することを好む」他 4
項目 
Bateman & Crant (1993) 















点）」他 3 項目 Anderson & Williams (1996) 
助けを求める行動 「自分の仕事を人に手伝ってもら














Totterdell, Holman, & Hukin 
(2008)  
Propensity to Join Others 
見知らぬ他者に対する信頼 「ほとんどの人は基本的に善良で
親切である」他 3 項目 
Yamagishi & Yamagishi (1994)  



















表 11 個人特性の日米間比較 
 日本 米国 差の検定
 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差  
困難への耐性 3.66 .72 4.01 .58 ** 
積極性 4.10 .64 4.15 .48 n.s. 
他者との積極的な関わり合い 2.79 .76 3.24 .88 ** 
人の目を気にする度合い 2.22 .67 2.01 .84 n.s. 
助けを求めることに対する抵抗のなさ 3.47 .66 3.77 .59 ** 
助けを求める行動 3.31 .93 3.27 .84 n.s. 
社会的スキル 3.20 .98 3.51 1.06 + 
関係流動性 3.39 .43 3.50 .40 n.s. 
人と人を結びつける傾向 3.35 .83 3.89 .73 ** 
見知らぬ他者に対する信頼 3.31 .77 3.89 .63 ** 
リスクをとる傾向 .78 1.01 1.16 1.16 * 








「1 人」、3＝「2-5 人」、4＝「6-10 人」、5＝「11 人以上」の 5 択で回答を求めた。これら
12 項目の合計をネットワークサイズとした。また、1 人以上知り合いのいるカテゴリーの
数をネットワーク多様性の指標とした。 
 ネットワークサイズの平均は日本は 40.66（SD = 9.17）で、米国は 39.95（SD = 10.59）
で、文化差はなかった。ネットワーク多様性も、日本が 10.15（SD = 2.08）、米国が 9.98
（SD = 2.73）で文化差はなかった。 
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表 12 個人特性、ネットワーク変数とパフォーマンスとの相関 
 他社比較 過去比較 
日本 米国 日本 米国 
困難への耐性 .31** .23  .22* .28+  
積極性 .23*  .16  .23* .15   
他者との積極的な関わり合い .01   .37* -.07  .44*  
人の目を気にする度合い .05   .04  -.05  .09   
助けを求めることに対する抵抗のなさ .17+ .19  .17+ .36*  
助けを求める行動 .35** .35* .23* .53** 
社会的スキル .07   .36* -.06  .48** 
関係流動性 .21*  .23  .13  .24   
人と人を結びつける傾向 .11   .18  .07  .29*  
見知らぬ他者に対する信頼 -.03 .12  .02  .26+  
リスクをとる傾向 -.21+  .34* -.24* .34*  
ネットワークサイズ .23* .21 .23* .26+ 
ネットワークの多様性 .24* .43** .24* .24 
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